
（別紙様式４－１）                                                                    （県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立天草拓心高等）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
「夢は空より高く 心は海より広く 道を拓かん」の校訓を基本理念とし、特色を生かした学びをとおして生徒一人一人の個性と可能性を伸長する。また、子どもたちの未来
を切り拓くとともに、心豊かで地域創生に貢献できる魅力あふれる人材を育成することで、地域から信頼される活気あふれた学校づくりを目指す。  

 

２ 本年度の重点目標 
（１）確かな学力を育成し、生徒一人一人に寄り添った指導の充実を図る 

ア 「主体的・対話的で深い学び」をとおして、課題解決を可能とする思考力、判断力、表現力等を育むとともに自己肯定感を高める 
イ 生徒の実態を的確に把握し、具体的な対応策を全職員で共有し、実践する 
ウ 充実したキャリア教育を通して、社会的・職業的に自立できる能力と態度を育む 

（２）豊かな人間性を育成する 
ア 生命を大切にする心や個に寄り添う心を大切にし、人権尊重の精神を育む 
イ 礼節・規範意識を身に付け、善悪を判断し自らを律する力を養う 
ウ 校舎間、学科間を横断した交流により連帯感や愛校心を高める 

（３）心身の健康を自ら高め、管理する態度を養う 
ア 基本的生活習慣を確立する 
イ 情報モラル教育をとおしてＳＮＳとのかかわり方を整える 
ウ 部活動、生徒会活動、学校行事等をとおして達成感や充実感を味わうとともに自他の安全や心身の健康を保持・増進する態度を養う 

（４）地域との連携・協働（地域から学び、自ら考え、地域に貢献できる人材育成） 
ア 産官学連携による実践的な課題解決学習の充実を図る 
イ 時代や地域のニーズ等を踏まえた学科の特色化を図る 
ウ 農業・商業及び海に学ぶ体験的・実践的な教育活動を展開する 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

重点目標の具現
化 

校舎制や７学科８コ
ースの特徴を生か
し、地域のニーズ等
を踏まえた学校の
特色化を図る 

ＫＳＨコンソーシアム
委員を年５回以上活
用し、地域のニーズ
に気付き、地域から
信頼される学校づく
りを目指す 

・ＫＳＨ構想におけるクリ
エイトハイスクールとして
の事業実践の充実ととも
にコンソーシアム委員の
活用を図る。 
・地域協働による課題発
見や、その解決に向けた
探究活動。 

B 

・１２月及び２月に本渡校舎・マリン校舎合同で開催した探究

成果発表会では、コンソーシアム委員の先生方から指導助言

をいただき、本校の探究的な学びを進化させていきたい。 

・７つの学科で行政や地域の事業所等と連携した課題解決型

の学習を実践できた。 

職員の資質向上 校内研修の充実と
研修等参加への積
極的な奨励 

ミドルリーダーの育
成 

各担当業務における具
体的目標の設定とその
進捗状況の把握。 

A 
・校内研修（学習指導・生徒指導・特別支援教育等）の校内研

修の充実を図った。 



業務改善、働き
方改革の推進 

業務の整理や効率
化による教職員の
ワーク・ライフ・バラ
ンスの実現 
 
 
 

・業務の可視化を行
い、時間外在校時間
が月４５時間を超え
る教職員を各校舎
前年度平均以下と
する。（前年度：本渡
校舎11.1人 マリン
校舎6.3人） 
・職員のメンタルケア
を図る。 

・ICT活用やペーパーレス
化等業務改善策の定着
を図る職場環境の整備
によって、職員間の働き
やすさを高める。 
・定時退勤日を設定し、
定着を図る。 
・日々の声掛けと職員面
談の実施。 

B 

・各分掌部における業務の整理を行い、次年度以降見通しを

持って業務に取り組めるよう工夫改善を図った。 

・時間外在校時間（12/31現在） 月平均４５時間以上の教職

員数 

 本渡校舎  １４人（２４．１％）  マリン校舎 ５人（１５．２

％） 

・衛生委員会を毎月実施。教職員の時間外在校時間及び健康

状況の確認を行うとともに、管理職が適宜声掛けや面談等を

実施し、業務の負担感の軽減に向けたアドバイスや支援等を

行った。 

危機管理体制の 
強化 
 

危機管理意識の向
上と的確な対応 

危機管理マニュアル
の点検・見直し及び
危機管理訓練の実
施。 

実験・実習・体育的行事
における事前指導の徹
底。 

A 

・危機管理マニュアルの点検・見直しを随時行うとともに、職員

研修等で周知を行い、組織として危機管理意識の向上を図っ

た。 

学校管理下の事故
未 

然防止の取組 

実験・実習・体育的
行事などでの事故
「０」を目指す。 

定期的に劇物・薬物の保
管管理状況の点検、施
設・設備・実習船の点検
を実施する。 

A 
・実験・実習・体育的行事等における事前指導を徹底したこと

により、健康面等に重大な影響を及ぼす事案はなかった。 

学力 
向上 
 

授業の工夫・改
善 
 

分かりやすい授業
の研究と実行 

研究授業の充実と
教科横断型授業の
実施 

公開授業週間及び研究
授業や振り返り会を実施
する。 
各教科の連携を強化す
る。 

B 

・公開授業では保護者をはじめ、苓北町役場や中学校校長、

コンソーシアム委員の方々に参観いただき、御意見をいただい

た。また、研究授業ではデザイン会や協議を行い、深めること

ができた。一方で各教科の連携を体系的に行うことができなか

ったので、研修等を取り入れながら教科や校種間の連携を進

めていく。 

ＩＣＴ教育の推進 支援員等を活用した
職員研修の充実 

１人１台端末利活用事例
を共有し、ＩＣＴ支援員等
による研修を実施する。 A 

・「miroを活用した授業展開」をテーマに、支援員の講義と演習

を実施した。分かりやすい授業をめざして、次年度もニーズに

応じたＩＣＴ教育の研修を計画する。 

基礎学力の定着
・学習意欲の高
揚 

基礎学力の定着支
援 
発展学習の支援 

個に応じた学習支援 考査前の補習や補講を
実施するとともに、個別
指導の充実を図る。 A 

・考査前学習会、学期末の補習や補講以外でも、各教科で個

別の学習支援を行った。しかし、生徒の定着としては十分でな

い部分もある。進路指導部の配信課題等を活用しながら、基

礎学力の定着にさらに力を入れる。 



生徒の学習意欲向
上に結びつく体制
作り 

新学習指導要領の
理念実現にふさわし
い評価システムの改
善 

教科・科目の特性に合わ
せた観点別評価の実践
を図る。 B 

・観点別評価方法については、職員の共通理解を図ることがで

きなかった。教科・科目の特性を踏まえつつも基本となる部分

については理解を促していく。 

キャリア
教育 
(進路 
指導) 

職業観・勤労観
の育成と進路意
識の向上並びに
進路に関する諸
能力育成を目指
したキャリア教育
の充実 
 
 

生徒一人一人の多
様な進路先に応じ
た、きめ細やかな
進路指導 

生徒の適性や特性
等を把握する機会を
設け、その結果を活
用して生徒の進路希
望を尊重した進路指
導を行う。 

・職業適性検査を実施
し、生徒の適性や特性を
把握し、職員間での情報
共有を図る。 
 
・進路希望調査を各学期
に実施し、それに基づい
て担任等による個別面談
を実施する。 
 
・キャリアサポーターによ
る個別面談を行い、教員
とは違う視点からの助言
を活かした進路指導を行
う。 

A 

・９月に1年生を対象に職業適性検査を実施し、その結果を担

任がクラス生徒にフィードバックして進路を考える機会とした。

進路希望調査を行い、その結果を各学年で情報共有してその

後の指導に活かした。3年生就職希望者を対象にキャリアサポ

ーターとの面談を実施し、生徒一人ひとりに応じたきめ細やか

な進路指導を行なった。（本渡） 

・職業適性検査を通して生徒の得意な分野や興味などを把握

し、職員間での情報共有や生徒との面談などに活用した。ま

た、３回の進路希望調査を通して、最新の生徒の進路希望状

況を把握したり、２年生を対象としたキャリアサポーターの面談

を秋に実施することで情報提供や助言をしたりするなどして、

生徒一人一人に寄り添った進路指導につなげた。（マリン） 

職業観、勤労観の
醸成 

インターンシップ等を
とおして、学校で学
ぶことと社会及び職
業生活との関連につ
いて学ぶ機会を設け
る。 
 
 

・働くことへの意識の高
揚と職業適性の把握の
ために全学科の２年生を
対象にインターンシップを
実施する。 
 
・卒業後に限らず進学後
の就労も含めた将来的な
勤労について考えるため
の進路講話を年１回実施
する。 

Ａ 

・全学科の２年生を対象にインターンシップを実施し、社会人と

しての責任感やルール・マナーについても学び、学校での生活

との結びつきについて考える機会とすることができた。また、自

己の職業適性などについての理解を深めることができた。イン

ターンシップとは別に学科独自の現場実習を実施する学科も

あった。 

・全校生徒を対象に進路講話を実施する以外にも、企業見学

や専門分野の企業の方からの講話などを計画して、より生徒

の進路希望の実態に合う校内進路ガイダンスを企画・実施す

ることができた。 

進路情報の発信や
進路希望等の情報
の共有 

進路情報などをプリ
ントや学校ホームペ
ージ、すぐーる等を
用いて発信する。 
 

・保護者への進路情報提
供を学期毎に実施する。 
 
・進路希望調査や模擬試
験等の結果を集約し、生

A 

・全学年の生徒が「Handy進路指導室」で本校に届いた求人票

を閲覧できる環境を整え、タブレットを活用して生徒が保護者と

進路相談できる状況を構築した。また、学校で開催した進路行

事等をホームページ等で紹介することができた。（本渡） 



徒に現状の把握と今後
の方向性を持たせる。 
 
・職員連絡会等を月１回
以上実施する。 

・進路だよりを発行し、すぐーるを用いて保護者に配信し、情報

提供を行った。また、進路希望調査を定期考査や連休などをま

たいで実施することで、保護者と話し合う時間を確保できるよう

配慮し、すぐーるでも調査実施の案内ができた。（マリン） 

 

生徒 

指導 

 

自己指導能力の

育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的生活習慣の

定着 

・挨拶の励行 

・自ら挨拶のできる

生徒の育成 

・時間を守る 

・登校指導時の挨拶励

行。(生徒会活動含) 

・教職員及び生徒間の挨

拶に対する意識調査を行

い改善に繋げる。 

・毎朝の登校指導を行

い、継続的な遅刻指導を

実践する。 

・スマートフォンの利用状

況等から問題点を分析

し、利用改善を図る。 

B 

・生徒会や生活委員が定期的にあいさつ運動を行ったことに
伴い、主体的に自らあいさつをする生徒が増えた。 
・基本的生活習慣の確立のため、本渡校舎では遅刻指導に力
を入れた。今年のみの結果ではなく、これまで数年にわたり継
続して取組んできた成果と全職員の協力のおかげで全体的な
遅刻数の減少につながった。次年度以降もさらに減らしていき
たい。 

・ＳＮＳの使用方法など、学校全体で共通認識を持って考動で

きるような機会を早い段階で設定する。特にＳＮＳの利用は生

徒の日常に欠かせないものとなっているため、家庭での指導

（フィルタリングの設定や使用時間の設定など家庭でのルー

ル作り）を強化する必要がある。 

身だしなみを整え、
清々しい整容 

・年間を通して定期的に

整容指導を実施する。 

 
・生徒自身の整容面への
意識向上を目的とする主
旨を踏まえ、校則の見直
しなどを生徒とともに進
め、教職員間の連携を図
り、日常の整容指導に力
を入れる。 

Ｂ 

・整容指導を月に一度ずつ行っているが、頭髪を整えることが

できずに指導を受ける生徒は毎月数人程度いる状況である。

理想は、常日頃から自主的に整える生徒の意識の育成を図り

たいが、まだそこまでの段階には達せていない。しかし、指導

後にはしっかりと頭髪を整えてくる生徒ばかりなので、日常の

学校生活の中で、教職員からの声掛けの頻度を増やすことが

できれば、状況はさらに改善できると考える。 

他者への思いやり
と自尊心の育成 

情報モラル教育の充
実 

・集会や人権教育ＬＨＲを
活用し情報モラルに関す
る講話を実施。また、情
報安全・情報モラル教育
についての職員研修を実
施し、教職員の資質向上
を図る。 

Ａ 

・情報モラルについては、１年生の宿泊研修時に４０分程度時

間を割いて行い、保護者に対しても育友会総会時に話すなど

年度の最初に丁寧に指導を開始している。その後は、ＳＮＳを

めぐるトラブルが起きた際に、クラスや学年などその規模に応

じて、事あるごとに指導を徹底している。今年一年間を通してＳ

ＮＳによる大きなトラブルはなかった。 



 
 
 

集団生活を通した
共生の心の育成 

寮生活の充実（マリ

ン校舎） 
 

・自主自立の精神を育成
する充実した寮生活に向
けて、適宜アンケート調査
を行う。 
・寮生活全般の改善点を
把握し、人間関係を考慮
した部屋替え、食事の改
善を行い、寮環境を整備
する。 

Ａ 

・今年度からマリン校舎は大きく寮の管理体制が変更となり、

管理人が３名配置となって教職員は22：00までの夜勤となっ

た。また、１年生の女子生徒は本渡の桜花寮からの通学とな

り、本渡校舎と連携して情報を共有することもあった。そのよう

な中で、生徒指導事案につながるような事例は起きず、生徒が

自律して行動する場面が増えたように感じる。登校時間も以前

より２０以上早くなったが、それへの適応もスムーズであった。

唯一、寮の最大人数を超えて受け入れていることから、個別の

学習スペースの確保にはまだ課題が残る。 

交通ルールの遵守 ・自転車・原付の乗

車マナーの指導徹

底。 
・交通違反・事故件
数の削減 

・自転車通学生及び原付
通学生に対しての講習会
の実施。 
・自転車乗車時のヘルメ
ット着用の重要性につい
て、生徒の意識涵養を図
る。 
・交通安全に関する標語
やポスターの掲示を行う
など、啓発活動を活発に
する。 
・交通事故現場での対応
マニュアルを生徒へ配付
する。 

B 

・自転車通学生について、今年度も自転車ステッカーの張替え
や貼っていない自転車で登校をする生徒がいた。昨年度から
引き続き見逃さずに指導したい。 
 
・交通事故、違反が２学期終了時点で全体で５件。内、事故が
５件、違反が０件。交通安全に関する日頃の指導や計画的な
講話や講演会の実施などを強化し、次年度以降も交通事故や
違反を減らしたい。 
 

・事故も違反も未然に防止することが大切であり、次年度は交

通委員による啓発等を行うなど予防・啓発に積極的に取組む。 

人権 
教育の
推進 

個人を尊重し、
相互理解を深
め、差別やいじ
めのない学校・
学級づくり 

生徒の人権意識を
高める教育活動の
推進 

教職員一人ひとり
が、人権教育実践の
担い手であることの
意識付けを図るため
研修などを行う。 

・各教科の授業およびＬ
ＨＲにおいて人権教育に
取り組む。また各学年で
実践研修に取り組む。 

Ａ 

・学期に一度の人権教育職員研修及び学年ごとの人権学習

LHRを実施した。職員研修の事後にはアンケートを実施し、次

の研修に生かすことができた。LHRは指導案を作成し共有する

ことで、実施者の負担を軽減するとともに、誰もが指導できる

基盤づくりができた。 

・LHR後のアンケートにより生徒の人権意識の高まりが確認で

きる一方で「寝た子を起こすな」論が残っていたり、日常生活に

おける言葉の悪さを耳にする場面があったりする。朝礼や終礼

を活用した日頃の呼びかけの設定が必要だと思われる。 



生命を大切にす
る心を育む指導 
 

生徒が安心して相
談できる環境づくり
と個に応じた組織
的な対応 

・生徒の人権委員会
の活性化を図る。 
・相談体制の充実 

・「心のきずなを深める」
ための標語の作品募集。 
・特別支援教育委員会
（マリン校舎）、教育相談
部会（本渡校舎）と協力し
て、得た情報を人権教育
にも生かす。 
・保健室との連絡を密に
し、ＳＣなどの情報を人権
教育に生かしていく。 

Ｂ 

・生徒人権委員による、人権委員会年度目標のクラスにおける

発表・掲示や「心のきずなを深める」ための標語づくりの説明・

標語集め・短冊への記入等、委員が活躍する取組を増やした

ことで、人権委員としての自覚と自己の有用感を育むことがで

きた。 

・相談体制の充実に向け、教育相談部と連携し、各クラスにＳ

Ｃの紹介掲示物を配付・掲示することができた。 

・相談体制の充実につながる各部や保健室からの情報は得た

ものの、人権にかかる相談体制の充実とまでは至らなかった。

教育相談部との連携を密にし、人権にかかる相談体制につい

て再考する必要がある。 

いじめの
防止等 

いじめ根絶のた
めの啓発活動 
 
 

いじめ根絶に向け
た教職員一人一人
の組織的な対応 

いじめ防止対策委
員会の充実といじめ
事案発生時のスピ
ード感のある対応 

担任、学年、学科と連携
をとり、教育相談部など
他の分掌部と協力してア
ンケートや面談週間を実
施し、未然防止に取組む
と共に、いじめ防止対策
委員会を適宜開催し、的
確な対応や未然防止策
を全職員で共有する。 

Ａ 

・昨年度に比べ、いじめ事案は両校舎とも大幅に減少すること

ができた。それに伴い、学校や寮生活が楽しいと感じる生徒数

もアンケート上では多くなっている。一方で、「理由次第ではい

じめてもよい、いじめられても仕方ない」と考えている生徒が一

定数いることもアンケート結果から判明し、学校教育全体を通

して、他者を思いやる生徒の育成の必要性を感じている。 

生徒一人一人が人
権感覚を育み、良
好な人間関係構築
のための支援 

具体的行動指標や
標語、ポスター等作
成 

「いじめ根絶宣言」を全校
生徒に周知し、全校集会
や学年集会、ＬＨＲを活
用して、講話やポスター
掲示や標語の募集を行
い、生徒自らが豊かな人
権感覚を磨く機会とす
る。  

Ｂ 

・いじめ問題だけでなく、様々な人間関係に関する課題や問

題を未然に防止するためにＬＨＲを活用した「人やものを大切

にする心」や「コミュニケーション能力」を育てる取組みなどを

もっと計画的に実践する必要がある。生徒指導部だけでなく

教育相談部や人権教育主任などともっと連携を深めて取り組

んでいく。 



地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙなど) 

保護者や地域等
との連携 
情報発信 
 
 

育友会、同窓会、
自治体、企業との
連携 

育友会、同窓会、地
域と協力し、地域活
性に協力しながら教
育活動を充実 

学校行事や商品開発、
地域活性において、育友
会、自治体、諸団体と協
力する。 

A 

・育友会がマリン祭体育部門競技に参加、文化部門ではカレ

ー販売、校内長距離走大会では豚汁の炊き出しを行っていた

だき協力を得た。苓北町のじゃっと祭、お城まつり等、地元のイ

ベントに生徒がボランティアとして参加、地域の活性化に協力

しながら教育活動を充実させた。（マリン） 

・文化祭では、育友会で寄せ植えの展示、餅の販売やバザー

をして好評であった。（本渡） 

・12月にはミニバレー大会を両校舎から参加して盛り上がっ

た。今年度はすべての育友会が関わる行事の案内を両校舎

に行い、協力し合うことができた。 

広報活動の充実 情報機器を活用し、
地域への情報発信 

ホームページ、インスタグ
ラムの活発な更新、学校
新聞等の配付。 

Ａ 

・学校新聞を毎月発行、中学校や地域の回覧板で情報発信し

た。 

・インスタグラムでは投稿数８２０、フォロワーも２５００人を超え

た。教育活動を広く情報発信できた。（マリン） 

・インスタグラムでの広報活動はとても充実したが、本渡校舎・

マリン校舎の投稿頻度について指摘を受けた。（本渡校舎） 

 
 


